ルートヴィヒ・コレクション　「ピカソ展」
東京・日本橋高島屋８階　2016.02.17〜28
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　本展は、世界有数の収集を誇る「ルートヴィヒ美術館」（ドイツ・ケルン市）所蔵の「ピカソ」の初期から晩年に至るまでの油彩、版画、ブロンズ、陶器など約60点に加え「マレン・レイ」など著名な写真家によって撮影された「ピカソの肖像写真」約40点を展示して、巨匠ピカソの魅力を多角的に紹介する企画での開催である。
　美術館名の「ルートヴィヒ」は著名な実業家夫妻で、広範なピカソコレクションを収集し美術館に継続的に寄贈をしたことで知られている。
　「パブロ・ピカソ」（1881〜1973）は、スペインのバルセロナやマドリードで修業を積んだ後フランス・パリに移住した、20世紀に最も華々しく活躍した芸術家である。
画伯は、生涯を通じて探求心と好奇心を持ち続け、多彩な表現方法によって「青の時代」「バラの時代」「キュビスムの時代」「新古典主義の時代」といったさまざまな作風を生み出し、既存の概念を打ち破り西洋美術史に大きな転換をもたらし、「絵画は私よりも強い」という有名な言葉を残している。
画伯の晩年の作品は美といってよいのかわからないが、圧倒的なパワーと磁力を有しており、対象を目が捉えて脳が分析総合し、手が素早く独創的で繊細な美的センスで次々と創りだしていく天才であったユニークな画家である。
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　≪銃士とアモール≫　1969年　
　本作品は、画伯の本質があからさまに出ている最晩年作で、遠くから見るとステンドグラスの壮観のように見え、抽象の先駆的な表現と言われる下絵を思わせるようである。銃士のモチーフは「ピカソ」自身の自己表現ともされ、絵具の発色が実に鮮やかで筆にも力があり、愛の女神「アモール」の瞳が無邪気で可愛いく表現されている。
　他の展示品としては、≪手を組んだアルルカン≫、≪西瓜のある静物≫、≪読書する女の頸部≫などの絵画や、ブロンズの≪花の咲くジョウロ≫、陶器の≪頬杖をついている顔の水差し≫などが注目される。
